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Discussion of gerontological nursing practice for prevention of COVID-19 and 
the results of a survey of students
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濃灰色：最も多かった回答
薄灰色：2番目に多かった回答
ｎ＝82（％）
必要な情報を自ら収集することによってあなたの
情報収集力が高まったと思いますか
教員から情報を収集する際、高齢者を想定して
関わることができましたか
事例によって入院・治療が必要な高齢者に対する
理解が深まりましたか
グループディスカッションを通して、高齢者の理解を
深めることができたと思いますか
事例の情報について高齢者の状況の変化を捉える
ことができましたか
高齢者の特徴を踏まえて看護技術を実施
できましたか
本実習に満足しましたか
身近な高齢者と関わることができましたか
老年看護学の実習目標に到達できましたか
臨地（病院）を想定した実習ができましたか
小論文の作成によって「高齢者を看護すること」に
ついて自己の考えを整理することができましたか
実習全体について
看護過程の展開について
看護技術について
テーマカンファレンスについて
グループワークについて
グループディスカッション・個人課題について
高齢者役の体験によって高齢者の気持ちを考える
ことができましたか
短編事例によって「多職種連携」について学びを
深めることができましたか
短編事例によって「家族への支援」について学びを
深めることができましたか
短編事例はグループのテーマに関する学びに
つながったと思いますか
グループワークによって高齢者看護に関する学びを
深めることができたと思いますか
各グループの発表を通して高齢者看護に関する学びを
深めることができたと思いますか
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３．アンケートの自由記述の集計結果
老年看護学実習が病院から学内に変更したことに伴
う学生の思いを表3に示す。自由記述のコードは77
であり、20サブカテゴリと【グループメンバーや教
員との関わりを通して得た学び】【高齢者役の体験を
通して得た学び】【実習場所の変更に伴う負担の軽減】
【実習内容の工夫に伴う学びの深まり】【高齢者との関
わりを通して得る学びの不足】【病院で実習できなかっ
たことに伴う不安】【実習場所の変更に伴う負担】の
7カテゴリが抽出された。
Ⅵ．考察
１．学内実習での学びの特徴
学内実習の方法と内容に関する学生のアンケート結
果では、特に「看護技術の実施」「テーマカンファレ
ンス」「グループワーク（個人ワーク）」「グループディ
表３　老年看護学実習が病院から学内に変更したことに伴う学生の思い
ドーコな主リゴテカブサリゴテカ
グループメンバー
や教員との関わり
を通して得た学び 
カンファレンスを通して学びが 
深まった 
高齢者と関わることができなくなったのは残念だったが、その分グループでの
意見交換やカンファレンスで学びを深めることができた。 
身近な高齢者との体験を学生間で 
共有できた 
グループメンバーと家族内で起きた経験を共有できたため、実際に病院に 
行っていたら経験していたであろう事実について知ることができてよかった。 
教員の指導を受ける時間が増えた 
病院では更に時間のゆとりがなく、流れていってしまいそうなことや細かい点 
まで、学内では教員に指導してもらえたため、自分のためになった。 
高齢者役の体験
を通して得た学び 
高齢者役の体験から援助される 
高齢者の気持ちを考えることができた 
看護師としての学びだけでなく、患者として感じる気持ちについても学ぶことが
できたため、今後も技術の提供する際に、高齢者の気持ちを忘れないように
したい。 
高齢者役の体験から自分のケアを 
振り返ることができた 
高齢者の気持ちになって患者役を行うことで、自分の技術の改善点を見つけ
ることができたため、有意義であった。 
実習場所の変更
に伴う負担の軽減 
高齢者や自分の家族に感染させる 
リスクが減った 
家族に高齢者がいるので、自分がもってくることなく生活できるので、学内に 
なって安心した。 
通学時間が短くなった 自宅から近くなり、通学時間が短くなってよかった。 
慣れた場所で実習を行うことができた 
求められる課題や実習の雰囲気、精神的・身体的負担が、見慣れた場所で
行うことで少し緩和された。 
落ち着いて学習ができた 実際に自分が病棟に行くよりも、高齢者への留意点など深く学習できた。 
実習内容の工夫
に伴う学びの 
深まり 
病院を想定した実習内容により学び
が深まった 
学内になると少し気がゆるんでしまうと思ったが、病棟と同様に毎朝、挨拶や
行動計画を発表することで、病院実習と同じ緊張感で行うことができた。 
教員による実習内容の工夫を感じた 
学生が多くの学びができるようにと、教員が準備したことがよく分かる実習 
だった。 
高齢者との関わり
を通して得る学び
の不足 
高齢者との関わりをもてないことが 
残念だった 
実際に高齢者と関わることでしかわからないことも多いと思うのでその点が 
残念だった。 
高齢者との関わりから得られる感動が
なかった 
高齢者との関係がなかったから、感動が今までよりなかった。 
高齢者との関わりがないため 
アセスメントが難しかった 
高齢者とコミュニケーションをとることができなかったので、その人を深く知ると
いうことができず、アセスメントのときに思いや望みを考えるのに戸惑った。 
高齢者との関わりがないため 
看護計画の立案が難しかった 
実際に目の前に高齢者がいないため、主観的情報を得ることが難しく、計画
立案時に、本当にこの計画が適しているのか判断しづらかった。 
実際の高齢者をイメージすることが 
難しかった 
患者をイメージすることはできたが、高齢者をイメージすることは難しかった。 
病院で実習できな
かったことに伴う
不安 
できれば病院で実習したかった 
病棟で実際に関わってみないとわからないことも多く、将来の希望の病棟の
選択やスキルを身に付けるために、できれば病棟に行きたかった。 
就職後に影響を及ぼすのではないか
と不安に感じた 
臨地での経験が不足してしまうことで自分の学びが浅くなり、将来に影響を 
及ぼすのではないかと不安だった。 
実習場所の変更
に伴う負担 
看護過程の展開が大変だった 
臨地と異なり学内は帰学日がなかったため、記録を整理できず、疲労の蓄積
があった。 
看護技術の実施が大変だった 学内の方が実施する技術が多く、初めて実施する技術もあって大変だった。 
－ 79 －
スカッション・個人課題」に関する評価が高い傾向に
あった。今回の学内実習では、グループで取り組む方
法を多く取り入れたことから、グループで検討する項
目の評価が高かったといえる。COVID-19の感染拡
大の防止のためオンラインや学内実習とした先行研究
では、ほかの学生の思考、多様な意見により視野が広
がり学びの深まりが得られたと報告されており4, 5）、
本学の学生アンケート結果においても同様に、学生が
【グループメンバーや教員との関わりを通して得た学び】
を実感していることが示された。従来の病院実習では、
目の前の高齢者への関わりや看護の実践を通して学び
を深めていく。しかし、病院実習と学内実習の大きな
違いは、目の前に実在する受け持ち高齢者の有無にあ
り、学内実習では目の前の高齢者からの反応は得られ
ない。そこで、学内実習においては、学生は積極的に
グループでの検討に取り組み、様々な他者からの意見
を得ることにより、高齢者や看護に対する自らの考え
を広げたり深めたりして学びとする特徴があると考え
られる。
また、学内実習での学びの特徴として【高齢者役の
体験を通して得た学び】があげられる。従来の病院実
習では看護技術を実施する体験が主となるのに対し、
学内実習では自らが高齢者となって援助を受ける体験
をする機会も多くあったことから、看護者、高齢者双
方の視点で考えを深めることができたと考える。さらに、
【実習場所の変更に伴う負担の軽減】も学内実習にお
ける特徴の一つと考えられる。今年度はCOVID-19
の感染への不安がある中で実習を行わなければならな
い状況であった。学内では3密の回避等の感染拡大の
防止対策を徹底しており、さらに学生自らの意思で感
染予防行動をとりやすい環境であったことから、安心
して学習できる環境であったと考えられる。そのうえ、
学内実習の場合、不慣れな場所や状況であることによ
る戸惑いは病院実習と比較して生じにくく、落ち着い
て学習することができる状況であったといえる。した
がって、学内であったことにより、学生が考えや学び
を深めるのに適した環境や状況であったと考えられる。
これらのことから、学内実習はグループでの積極的な
検討を通して高齢者やその看護について多角的に捉え、
落ち着いてじっくり考えることができるため、整理し
ながら着実な学びとしていけるものであると考える。
２．学内実習の評価
文部科学省・厚生労働省からの「新型コロナウイル
ス感染症の発生に伴う看護師等養成所における臨地実
習の取扱い等について」では、教育内容の縮減を認め
るものではなく、学内での演習により代替する場合は、
シミュレーション機器や模擬患者等を用いて、日々変
化する患者の状態をアセスメントする演習や、学生同
士による実技演習、患者とのコミュニケーション能力
を養う演習等、可能な限り臨地に近い状況の設定をし、
演習を行うことと示されている6）。このためには、学
内実習には様々な工夫が必要となる。さらに、病院実
習では目の前に存在する高齢者に対して看護を展開す
ることが明確であるため主体的な実習となりやすいが、
学内実習をプログラム化することにより学生が主体的
に取り組みにくいことも考えられた。そこで、学内実
習はこれまでの病院実習での内容を軸に、学生個々に
異なった事例による看護過程の展開、高齢者に多く用
いる看護技術の実施、具体的事例を用いたカンファレ
ンス等により、現実に即して満遍なく構成した。また、
学生が自ら必要な行動は何か考えて実習を進めること
ができるよう、受け持ち高齢者情報の提示や課題の提
示が一方的にならないよう、学生の必要性に応じて情
報を提供したり、学生自身の計画に基づき調整できる
よう実習日程を柔軟に設定するなど、学生の主体性に
委ねるような工夫を随所に取り入れた。さらに、学内
実習では、病院実習のような目まぐるしい変化はない
ことから、他の学生の体験の共有や自らの振り返りを
通して、高齢者やその看護についてより深く考察する
課題も取り入れた。
学内実習の方法と内容に関する学生のアンケート結
果では、全ての項目で5段階中2番目に評価の高い「到
達」「満足」「できた」「深まった」「そう思う」が最も
多かったことから、学生が従来の実習目標に到達し、
満足感を得る実習であったと思われる。また、老年看
護学実習が病院から学内に変更したことに伴う学生の
思いとして、【実習内容の工夫に伴う学びの深まり】
が得られたことから、今回の老年看護学実習は、学内
という従来とは異なった状況下であったが、高齢者の
理解や看護の役割に関する学びを深めることができる
方法と内容であったと評価する。
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３．今後の展望と課題
老年看護学領域におけるはじめての学内実習の取り
組みにより、学生が他の学生の思考を取り入れること
で多様な考えを学ぶことや、安心して落ち着いて学べ
る環境や状況を作ることで学びを深めることがわかっ
た。老年看護学実習では、高齢者の健康や生活を幅広
く理解するために、臨地に身を置き、その状況の中で
様々なことを自ら考え学ぶことも大切なことではある
が、臨地の場においても学生同士の積極的な意見交換
の場の設定や、時には学生が落ち着いて考えられるよ
うな環境と状況を設定することを取り入れ、学習効果
があがるよう工夫をしていくことが重要であると考え
る。
一方で、老年看護学実習が病院から学内に変更した
ことに伴う学生の思いとして【高齢者との関わりを通
して得る学びの不足】【病院で実習できなかったこと
に伴う不安】があり、高齢者と実際に関わって様々な
体験をすることは、代替することが非常に困難なもの
であるといえる。今回のCOVID-19 による看護学実
習への影響は大きく、特に老年看護学領域では臨地で
の実習を中止した大学が多い7）。しかし、オンライン
実習4）やオンラインと通常の実習を組み合わせたハイ
ブリッド型の実習8）等、多様な実習方法により臨地と
の関わりを確保した取り組みと学習成果も報告されて
いる。したがって、どのような状況であっても可能な
限り臨地で生活する高齢者と関わることができる環境
や状況を整備していくことが重要な課題であると考え
る。さらに、【実習場所の変更に伴う負担】のように、
学生は臨地であっても学内であっても実習場所に伴う
負担があると考えられるため、実習では学生の思いを
受け入れ理解していくことも重要であると考える。
Ⅶ．まとめ
COVID-19 によって、老年看護学実習をはじめて
学内実習として実施したが、学内の特徴をいかしなが
ら高齢者の理解や看護の役割に関する学びを深めるこ
とができたと考える。また、病院実習では実際の高齢
者との関わりを通して様々な体験ができることが大き
なメリットであり、学内実習では多角的な検討を通し
て落ち着いて考えを深められることが大きなメリット
であると考えられた。今後は、従来の病院実習の方法
にとらわれず今回の得られた知見をもとにそれぞれの
良さをいかした実習を構築していく必要があると考え
る。さらに、いかなる状況であっても高齢者との関わ
りを通して学べるように工夫をし、効果的な教育がで
きるよう検討し続けていきたい。
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